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一
「
一
、
経
済
事
史
的
聯
闘
の
問
題

一
一
一
、
撃
奥
的
聯
関
仁
闘
す
る
特
殊
主
義
普
遍
主
義
個
性

一

h
H」
侍
醇
ゐ

第
一
時
抗
措
載
A

F

-

-

毒

一
コ
ゴ
経
済
感
奥
的
聯
闘
の
普
遍
的
原
理

一
削
・
綬
槻
山
県
出
略
的
聯
闘
の
持
滅
的
鋭
川
町
-
h

ぜ
特
殊
化
す
品

州
制
岨
例
制
山
川
の
相
週

-
五
、
緒
豊
孟
的
聯
闘
の
普
遍
的
原
卑
命
令
特
殊
化
す
る

一

人

生

観

の

相

法

委

譲

二

.

蓄

率

史

的

聯

の

本

質

的

構

造

一
七
、
経
滞
感
史
的
聯
闘
の
一
般
的
構
造
の
国
民
的
特
殊

h
y
u
 d-

f

八
ゅ
結
論

l
凶
民
主
義
艇
部
副
中
川
叩
思
史
的
基
礁

五
、
睦
漕
事
史
的
聯
聞
の
普
遍
的
原
理
を
特
殊
化
す
る
人
生
翻
の
粗
蓮

経
済
皐
史
の
研
究
を
皐
的
に
確
立
せ
ん
が
矯
め
に
纏
群
島
一
a

史
的
聯
闘
の
諸
基
本
問
題
を
明
に
せ
ん
と
し
て
、
前

論
に
於
で
私
は
、
超
樺
一
皐
の
史
的
後
展
的
聯
闘
を
可
能
な
ら
し
む
べ
き
普
遍
的
原
理
を
、
人
間
的
生
命
の
費
展
完

成
の
矯
め
に
経
神
的
制
度
に
劃
し
て
貫
践
す
べ
き
撃
的
智
識
を
求
め
る
度
態
一
般
に
於
て
明
に
し
、
次
に
こ
の
普

遍
的
原
理
を
、
趣
神
的
制
度
の
礎
展
的
相
違
に
よ
り
て
特
殊
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
極
構
串
腫
系
の
類
型
と
し
て

将
来
瞳
系
・
安
定
盟
系
ぃ
麗
草
腫
系
を
明
に
じ
た
。

告
が
然
る
に
慨
に
述
べ
た
が
如
〈
、
経
済
皐
瞳
系
を
成
立
せ
し
か
る
普
遍
的
原
理
師
ち
人
間
的
生
命
の
就
寝
展
完
成
の

理
岨
岬
串
・
英
の
基
本
爾
題

第
四
十
二
審

八、

七

第
五
按

五

曇に L艦保組系1 と名づげたところの，¥cnt 土 I~獲車館系に到して」安定
檀采τ と呼ぶこと μ より一層その特徴 ':r例示しf~f るであらう。

1) 



経
済
準
奥
の
基
本
潤
題

矯
め
に
極
端
桝
的
制
度
に
劃
し
て
賃
践
す
べ
き
皐
的
智
識
を
求
め
る
左
云
ふ
一
般
的
態
度
を
特
殊
化
し
各
種
の
蛭
梼

準
盟
系
を
成
立
せ
し
む
べ
き
原
理
は
、
こ
の
盤
構
的
制
度
の
相
違
の
外
に
、
克
に
こ
の
人
間
的
生
命
の
本
質
を
却

第
四
十
二
巻

第
五
一
読

八
三
八

六

何
に
考
へ
る
か
に
於
で
あ
る
の
で
あ
る
。
故
に
次
に
こ
の
人
間
的
生
命
の
本
質
観
の
相
違
に
基
い
て
成
立
す
ぺ
き

経
掛
皐
盟
系
の
類
型
を
明
じ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ν
A
パ
シ
は
共
著
「
艇
神
風
↑
説
山
見
』
の
初
め
に
於

τ、
「
枇
命
同
町
内
十
の
根
本
問
題
へ
の
緒
論
」
と
し
て
、
個
人
主
義
k

み
十
一
般
ヰ
一
識
と
の
別
佐
山
川
珂
的
に
考
察
し
、
と
の
こ
原
理
を
以
て
艇
掛
串
史
上
の
諾
艦
系
を
規
定
し
て
居
る
。
而
し

て
先
づ
個
人
主
義
に
つ
い
て
、
「
第
一
の
解
轄
に
と
っ
て
は
吐
舎
は
調
立
す
る
個
人
の
鵡
和

HE玄
E
2・
で
あ
ろ
う
。
云
は
Y
諸
原
子
の
堆
積
、
諸
石
の
集
闇
|
|
そ
れ
に
於
て
各
原
子
、

町
一
回
目

ω
E
B
B
m

〈。=

同
町

]σ回
【
M
H
Z

門出口問巾ロ

各
石
は
今
一
〈
猫
立
に
止
ま
っ
て
居
り
、
専
ら
自
分
に
於
て
基
礎
付
け
ら
れ
完
ふ
さ
れ
た
る
存
立
を
保
有
し
、
諸
部

分
の
結
合
は
草
に
外
的
な
機
械
的
な
連
帯
を
結
果
す
る
ー
ー
に
も
比
す
べ
き
で
め
ろ
う
。
か
く
の
如
〈
に
し
て
諸

個
人
に
の
み
枇
曾
並
に
岡
家
の
本
来
的
根
接
、
本
源
的
な
も
の
第
一
義
的
な
も
の
が
置
か
れ
る
。
此
見
解
は
祉
曾

並
に
岡
家
を
個
人
に
還
へ
す
か
ら
個
人
主
義
と
云
は
れ
る
の
で
あ
る
。
」
と
連
べ
、
次
に
全
般
主
義
に
就
て
日
〈
、

「
個
人
主
義
に
封
立
せ
る
見
解

〉

g
n
v
E
E口
問
は
杢
般
主
義

C
E
5『
印
刷

-
2
2
5
k
云
は
れ
る
。
こ
れ
に
従
へ
ば
、
諸
個
人
の
精
神
的
聯
闘
、
結
合
は
、
特
有
な
も
の
賃
存
的
合

同コ門出さ己
Z
丘
町

B
E
四
『
回
門

m巾
m
mロ
印
門
町
一

V
m口
仏
日

ロ~内
円

]mB

も
の
と
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
れ
が
超
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
且
つ
必
然
に
第
一
次
的
な
る

の
で
あ
り
、
個
人
は
こ
れ
と
反
劃
に
探
生
的
な
も
の
、
第
二
弐
的
な
も
の
で
あ
る
。
」
左
越
ベ
て
居
る
。
而
し
て
、

10. Al1f1age. S. 31. o. Spann， Die H叩 pttheo巾 tld宇rVolkswirtachaftleh，.e



更
に
雨
者
を
区
別
す
る
意
義
に
つ
き
、
「
吐
舎
の
個
人
主
義
的
解
揮
を
懐
〈
か
全
般
主
義
的
解
樺
を
懐
〈
か
は
、
闘

民
経
持
率
に
於
て
理
論
上
且
つ
賓
践
上
決
定
的
な
意
義
を
有
す
る
L

と
云
ふ
て
居
る
。
卸
ち
こ
れ
は
、
被
の
経
掛

皐
史
研
究
の
基
本
概
念
で
め
っ
て
人
生
観
の
相
逼
に
基
げ
る
色
の
で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
専
ら
こ
の
類
型
に
基
い

て
粧
梼
皐
史
上
の
諸
睡
系
を
分
類
し
考
察
し
て
居
る
。
人
生
観
の
相
違
に
基
〈
基
本
概
念
が
経
済
墜
史
の
研
究
に

於
で
重
要
な
る
こ
と
は
シ
品
バ
ン
の
云
へ
る
が
如
く
で
あ
る
が
、
而
も
経
漕
皐
史
の
基
本
概
念
と
し
て
は
こ
れ
の

み
に
て
は
足
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
経
持
的
制
度
の
相
違
に
基
〈
基
本
概
念
が
こ
れ
に
劣
ら
十
重
要
で
あ
る
こ
と
は

-
既
に
述
べ
た
る
と
こ
ろ
よ
り
明
ら
か
で
J

の
ろ
う
。
克
仁
U

J

Z

メ
y

の
人
生
観
の
相
還
に
基
く
基
本
概
念
は
、
互
に

相
針
ム
止
す
お
と
こ
ろ
の
も
の
'
と
し
て
の
個
人
主
義
と
全
般
主
義
と
に
分
た
れ
従
つ
で
路
済
串
史
上
ゆ
議
惜
系
色
個
ー

人
主
義
的
瞳
系
と
全
般
主
義
的
鯉
系
と
に
針
立
的
に
二
分
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
ご
と
は
果
し
て
正
し

い
で
め
ろ
う
か
。
か
く
の
如
き
二
分
主
義
は
皐
仁
ジ
品
メ
シ
仁
就
て
の
み
な
ら
守
、
今
日
程
漕
皐
史
研
究
に
つ
い

て
一
般
に
見
ら
れ
名
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
常
識
的
な
悟
性
の
抽
象
的
二
分
主
義
に
立
て
る
色
の
で
あ
っ
て

か
く
の
如
き
抽
象
的
形
式
的
論
理
を
以
で
し
て
は
思
想
史
の
如
き
生
の
封
象
を
具
躍
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
出
来

な
い
。
か
冶
る
具
瞳
的
な
生
の
卦
象
界
を
異
に
把
握
し
得
る
論
理
は
、
具
瞳
的
な
韓
謹
法
的
論
理
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
な
二
分
主
義
の
論
理
は
こ
の
緯
詮
法
の
論
理
の
一
契
機
た
各
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

へ

I
グ
M
F

の
次
の
語
は
、
こ
の
抽
象
論
的
論
理
の
静
謹
法
的
論
理
に
劃
す
る
闘
係
を
適
切
に
云
ひ
表
ら
は
し

る。て居
る
。

経
済
率
奥
の
基
本
問
題

第
四
十
三
容

へ=一九

第
五
時
碗

七
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根
擦
に
於
て
、
こ
の
雨
者
を
止
揚
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
と
し
て
の
闘
民
主
義
な
る
も
の
を
明
に
せ
ん
と
し
た
の
で

め
る
。郎
ち
個
人
主
義
に
封
立
す
る
と
こ
ろ
の
色
の
は
岡
家
主
義
で
あ
っ
て
、

シ
ュ
バ
シ
一
か
個
人
主
義
に
封
立
す
名
杢

般
主
義
と
云
へ
る
も
結
局
闘
家
主
義
仁
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
ぞ
れ
故
に
彼
は
「
マ

1
カ
ン
タ

9
ズ
ム
の
根

本
傾
向
は
干
捗
的
、
専
制
的
、
反
個
人
主
義
的
、
従
っ
て
杢
般
主
義
的
で
あ
る
」
左
越
べ
て
居
る
。
郎
ち
こ
う
に

全
般
主
義
の
根
本
的
傾
向
が
、
干
渉
的
、
専
制
的
、
反
個
人
主
義
的
な
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
居
る
こ
と
は
、

正
に
そ
れ
が
岡
家
主
義
的
な
る
こ
と
な
明
示
し
て
目
的
る
の
で
あ
り
る
。
帥
ち
前
北
引
が
個
人
ぞ
川
似
て
本
質
的
阿
川
珂
と
し

岡
家
を
以
て
そ
の
手
段
と
せ
る
に
封
し
、
後
者
は
岡
家
を
以
て
本
質
的
原
聞
と
し
個
人
を
以
て
そ
の
手
段
と
す

る
。
か
〈
相
封
立
せ
る
個
人
主
義
と
岡
家
主
義
と
を
止
揚
せ
る
岡
民
主
義
に
於
て
は
人
φ
が
岡
家
的
に
統
一
さ
れ

て
あ
る
有
方
と
し
て
の
岡
民
的
生
命
な
る
も
の
を
以
て
本
質
的
な
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
草
に
シ
ュ
バ
ン
に
就

、
、
、
、

て
の
み
な
ら
宇
今
日
一
般
に
、
個
人
主
義
に
卦
立
す
る
も
の
と
し
て
の
岡
家
主
義
と
、
こ
の
相
封
立
せ
る
色
の
を

止
揚
せ
し
も
の
と
し
て
の
園
民
主
義
と
の
別
が
明
に
さ
れ
な
い
が
矯
め
に
、
そ
こ
か
ら
多
〈
の
混
飢
を
生
じ
て
居

る
。
か
く
て
こ
の
直
別
を
明
に
す
る
こ
と
は
、
軍
に
麗
持
率
史
的
研
究
に
於
て
重
要
な
る
の
み
な
ら
十
‘
歴
史
的

枇
合
的
貫
在
の
皐
並
に
貴
践
に
つ
い
て
今
日
重
大
な
る
意
義
を
有
す
る
の
で
あ
る
。

個
人
主
義
と
国
家
主
義
と
園
民
主
義
と
の
原
理
的
匝
別
に
つ
い
て
は
、
舎
で
本
誌
に
掲
載
せ
し
『
市
民
主
義
・

圃
家
主
義
・
闘
民
主
義
一
一
に
於
て
ま
た
拙
著
に
於
も
こ
れ
を
論
明
し
た
が
故
に
、
ま
た
経
済
畢
史
上
に
於
け
る
具

経
済
準
史
の
基
本
問
題

第
五
務

九

第
四
十
二
巻

丹、

四

1) 2)本譜第三十七暗号第問就拙稿 r市民主義、同宗主義、園民主義』参照
3) 拙著『精神科皐的鰻涛皐の基礎問題』第四版補論『現代に於げる圃民主義
の意義』参照



経
済
事
由
民
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基
本
問
題

第
四
十
二
巻

丹、

四

第
五
時
蜘

四
O 

開
的
な
例
は
こ
れ
を
後
に
奉
る
が
故
に
、

ζ

、
に
は
詳
論
す
忍
こ
と
を
避
け
、
只
だ
こ
の
直
別
の
事
賃
ぞ
こ
の
直

別
が
は
じ
め
て
畢
史
上
に
明
確
に
現
ら
は
れ
し
古
代
ギ

P
V
ヤ
に
於
げ
る
ソ
フ
ィ
ス
ト
、

プ
ラ
ト

l
、
ア

9
ス
ト

テ
レ
ス
の
闘
係
金
顧
る
に
止
め
る
。
師
ち
歴
史
的
世
舎
的
責
在
の
畢
が
は
じ
め
て
成
立
せ
し
T

と
こ
ろ
の
古
代
ギ
?

ν
ヤ
に
於
て
、

ソ
フ
ィ
ス
ト
は
個
人
を
本
質
的
な
色
の
と
な
し
岡
家
を
以
て
個
人
の
生
活
の
恒
宜
の
矯
め
に
打
立

て
ら
れ
た
る
も
の
と
考
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
主
義
的
腫
系
の
基
礎
を
置
き
、
こ
れ
に
反
し
プ
ラ
ト

1
は
闘
家

を
以
て
大
な
る
人
間

t
者
へ
佃
L
V

人
を
以
で
そ
れ
仁
従
属
す
る
細
胞
の
如
き
も
の

E
考
へ
る
こ
と
い
い
よ
っ
て
岡
家

主
義
的
鯉
系
の
基
礎
ぞ
置
い
た
。
而
し
て
ア

9
ス
ト
ア
レ
ス
は
こ
の
相
卦
立
せ
る
雨
瞳
系
の
立
場
を
止
揚
し
、
岡

家
な
〈
し
て
存
在
し
得
る
も
の
は
神
か
獣
類
か
で
あ
り
人
聞
は
岡
家
に
於
て
の
み
人
間
と
し
て
存
在
し
得
る
も
の

で
あ
り
、
而
し
て
岡
家
の
意
義
は
そ
の
成
員
た
る
人
民
の
椋
て
を
人
間
だ
ら
し
な
る
こ
と
に
あ
り
と
し
、
か
く
て

園
民
的
生
命
そ
の
志
の
を
本
質
的
原
理
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
岡
民
主
義
的
盟
系
の
基
礎
e

留
置
い
た
の
で
あ
ふ
。

シ
ュ
バ
ン
の
如
き
二
分
主
義
の
立
場
に
於
て
は
1

組
て
の
盟
系
を
個
人
主
義
と
金
般
主
義
に
分
つ
が
故
に
こ
の
三

者
の
癖
謹
法
的
関
係
も
こ
れ
を
明
に
す
る
こ
と
を
得
や
、

y
ア
イ
ス
ト
を
個
人
主
義
的
立
場
と
す
る
に
劃
し
て
、

プ
ラ
ト
!
と
ア

9
ス
ト
ア
レ
ス
と
を
一
様
に
る
一
般
主
義
的
立
場
と
し
て
居
る
。
而
も
こ
の
二
分
主
義
の
誤
謬
は
経

掛
畢
瞳
系
に
つ
い
て
も
繰
返
さ
れ
て
ゐ
る
。

か
〈
て
静
誼
法
的
論
却
の
立
場
に
立
っ
て
人
生
観
に
於
け
る
個
人
主
義
と
岡
家
主
義
と
圃
民
主
義
と
の
相
遣
を

原
理
的
に
明
に
す
る
な
ら
ば
、
経
捕
情
豊
・
鯉
系
の
人
生
観
の
相
遣
に
基
く
類
型
は
、
個
人
主
義
的
人
生
観
に
立
っ
と

加調拙著第四九頁以下参照
::;jJaOlJ， 前編書参照2) 



命

J

K

J

K

こ
ろ
の
個
人
主
義
鯉
系
正
、
岡
家
主
義
的
人
生
観
に
立
っ
と
こ
ろ
の
岡
家
主
義
盟
系
と
、

立
つ
齢
一
時
金
骨
骨
恥
と
に
分
た
れ
る
こ
と
〉
な
る
。

闘
民
主
義
的
人
生
観
に

以
上
に
於
て
経
済
皐
盟
系
を
一
般
に
成
立
せ
し
な
る
と
こ
ろ
の
普
遍
的
原
理
と
し
て
の
、
人
間
的
生
命
の
礎
展

完
成
の
魚
め
に
経
漕
的
制
度
に
劃
し
て
巴
貨
践
せ
ん
が
矯
め
の
準
的
知
識
を
求
め
る
左
こ
ろ
の
一
般
的
態
度
を
、
経

済
的
制
度
の
側
に
於
て
特
殊
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
将
来
瞳
系
・
安
定
瞳
系
・
麓
革
盟
系
の
類
型
の
成
立
す
る
所
以

を
明
に
し
、
ま
た
人
間
的
生
命
の
側
に
於
て
特
殊
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
人
主
義
盟
系
・
岡
家
主
義
韓
系
・
岡
民

主
義
閥
系
の
類
型
が
成
立
す
る
所
以
を
明
に
し
た
が
こ
れ
等
各
冷
切
類
塑
は
艇
桝
制
度
ヌ
は
人
間
的
生
命
な
る
問
中

一
の
原
理
に
基
い
た
と
こ
ろ
の
車
純
類
型
で
あ
る
。
然
る
に
艦
樺
皐
史
上
に
於
げ
る
現
賓
の
経
糟
摩
臨
系
は
、
こ

の
桐
原
理
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
規
定
さ
れ
得
る
色
の
で
あ
る
。
か
く
て
現
貨
の
経
済
皐
腫
系
を
規
定
せ
ん
が
鴛
め

に
は
、
上
越
せ
し
二
種
の
草
純
類
型
の
結
合
と
し
て
の
複
合
類
型
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
将
来

盟
系
に
つ
い
て
も
、
安
定
腫
系
に
つ
い
て
も
.
饗
草
盟
系
に
つ
い
て
も
、
線
て
個
人
主
義
的
瞳
系
企
岡
家
主
義
瞳

系
と
闘
民
主
義
臆
系
と
の
別
が
生
十
る
こ
と
冶
な
る
。
今
こ
の
こ
と
を
主
と
し
て
市
民
世
曾
艦
掛
皐
腫
系
に
つ
い

て
考
察
し
且
つ
皐
史
上
に
於
げ
る
例
を
暴
げ
、
以
て
個
人
主
義
盟
系
・
国
家
主
義
瞳
系
・
闘
民
主
義
的
盟
系
と
の
直

別
の
意
義
を
よ
り
具
瞳
的
に
明
に
し
た
い
と
息
ふ
。

先
づ
、
市
民
枇
舎
の
閏
家
主
義
的
勝
来
臨
系
な
る
志
の
は
岡
家
主
義
的
人
生
観
に
立
っ
て
市
民
世
曾
を
将
来
せ

ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
瞳
系
で
あ
る
。
こ
れ
を
皐
史
上
の
例
に
見
れ
ば
、
重
商
主
義
な
る
色
の
が
こ
れ
で
あ
っ
て
、

経
済
号
史
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

八
四
三

第
五
競

四



師
帆
冊
川
県
由
主
の
基
本
問
題

第
間
十
二
巻

八
四
阿

第
五
競

I明

ぞ
れ
は
「
佃
人
よ
り
匝
別
さ
れ
た
る
岡
家
の
利
益
」
で
あ
る
左
こ
ろ
の
富
岡
強
兵
の
矯
め
に
商
工
業
を
保
護
奨
剛

し
、
そ
の
結
果
、
自
ら
一
市
民
世
舎
の
将
来
に
貢
献
せ
し
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
重
商
主
義
が
無
自
費
的

な
将
来
瞳
系
で
あ
る
こ
と
は
肢
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ

ι。

市
民
枇
舎
の
個
人
主
義
的
将
来
盟
系
な
る
も
の
は
、
個
人
主
義
的
人
生
観
に
立
っ
て
市
民
枇
命
日
を
将
来
せ
ん
と

す
る
韓
系
で
あ
る
。
こ
れ
全
皐
史
上
の
例
に
見
れ
ば
、
重
農
主
義
が
正
に
こ
れ
で
あ
る
。
卸
ち
重
農
主
義
韓
系
は

輩
商
主
義
の
岡
家
主
義
的
立
場
に
封
立
し
て
個
人
主
義
的
立
抑
制
に
立
も
、
円
0
5
一時三田正一〈広口町内

w
v
g丘
町
昨
「
枇

命
日
の
総
て
の
個
人
」
の
利
盆
を
究
極
目
的
と
し
、
こ
の
絡
め
に
岡
家
に
針
し
岡
家
の
「
主
権
は
唯
一
に
し
て
枇
曾
の

あ
ら
ゆ
る
個
人
よ
り
も
特
殊
利
盆
の
あ
ら
ゆ
る
不
正
企
業
よ
b
も
優
越
な
る
べ
き
こ

kν

を
要
求
し
、
而
し
て
粧

槽
上
の
個
人
主
義
的
自
由
を
確
立
し
以
て
市
民
枇
合
を
十
分
に
寅
現
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。

市
民
枇
舎
の
闘
民
主
義
的
勝
家
盟
系
な
る
も
の
は
、
闘
民
主
義
的
人
生
観
に
立
っ
て
市
民
枇
舎
を
将
来
ぜ
ん
と

す
る
盟
系
で
め
る
。
こ
れ
を
経
漕
皐
史
上
の
例
に
見
る
な
ら
ば
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
が
こ
れ
で
あ
る
。
帥
ち
、
重

商
主
義
の
立
場
に
於
て
は
岡
家
が
眼
目
で
あ
っ
て
個
人
が
手
段
で
あ
り
、
重
農
主
義
の
立
場
に
於
て
は
個
人
が
眼

ス
ミ
λ

は
園
民
の
富
を
重
ん
じ
、
そ
の
艦
漕
畢
盟
系
に
於
て
は
、

日
で
め
っ
て
岡
家
が
手
段
で
あ
っ
た
が
、

ー「

諸

岡
氏
の
富
の
性
質
と
原
因
の
研
究
」
〉
ロ
一

Z
E
-
q
z
c
s
m
E
Z『
m
自
己

2
5
2
0ご
rm
君
主
手
。
『
Z
丸一
O
ロ
闘
を

な
し
、
園
民
を
富
ま
す
こ
と
を
眼
目
と
な
し
て
市
民
枇
舎
を
十
分
に
貫
現
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の

悟
性
的
二
分
主
義
の
立
場
に
立
て
る
皐
史
に
於
て
は
、
園
民
主
義
の
立
場
が
認
め
得
争
、
従
っ
て
、

ス
ミ
ス
を
個

1) 本言者本巻第一読第八四頁
2) 3) (.Jue.nay， Ma日mesGenerales d¥l gOl1vemement economiq1e dUIl royau回e
agricole， Maxime 1. 



人
主
義
瞳
系
に
編
入
す
る
こ
と
冶
な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
は
市
民
枇
舎
の
将
来
盟
系
に
つ
い
て
Y
あ
る
が
市
民
枇
舎
の
安
定
睡
系
に
つ
い
て
色
個
人
主
義
的
な
る
の

と
、
岡
家
主
義
的
な
一
色
の
と
、
闘
民
主
義
的
な
も
の
と
が
成
立
ち
得
る
。
第
一
の
も
の
は
、
個
人
主
義
的
人
生
観

に
立
ち
、
個
人
の
利
盆
の
魚
め
に
市
民
枇
舎
を
確
保
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
市
民
融
合
な
る
色
の
は

そ
れ
白
身
個
人
主
義
的
人
生
離
を
原
理
と
せ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
市
民
祉
舎
の
個
人
主
義
的
安
定
韓
系
は
、
こ

の
市
民
枇
曾
を
唯
一
本
質
的
な
る
経
済
枇
舎
と
し
て
こ
れ
を
飽
く
ま
で
確
保
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
皐

史
上
の
例
仁
つ
い
て
見
れ
ば
、
央
闘
の
新
鶴
正
統
率
掘
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
の
ご
れ
と
異
な
っ
て
、
湖

、、

家
主
義
的
安
定
睡
系
は
、
岡
家
の
利
盆
を
第
一
と
し
こ
れ
と
一
致
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
限
り
に
於
て
市
民
枇

曾
的
原
理
を
保
持
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
ま
た
園
民
主
義
昨
骨
定
骨
掛
川
は
、
岡
民
的
生
命
の
殺
展

を
第
一
と
し
、
こ
れ
と
一
致
す
る
も
の
と
し
て
、
そ
の
限
り
に
於
て
市
民
一
位
舎
的
原
理
を
確
定
せ
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

市
民
世
曾
の
種
革
・
瞳
系
に
つ
い
て
は
、
個
人
主
義
岡
家
主
義
困
民
主
義
の
匝
別
が
最
も
嬬
著
で
あ

h
E
つ
章
一
要

で
ゐ
る
。
何
と
な
れ
ば
市
民
枇
舎
の
餐
革
瞳
系
は
、
市
民
枇
舎
を
如
何
様
に
麺
草
す
べ
き
か
を
問
題
と
す
る
と
こ

ろ
の
瞳
系
な
る
が
故
で
め
る
。

市
民
世
舎
の
個
人
主
義
的
理
革
瞳
恥
な
も
の
は
、
個
人
主
義
的
人
生
観
に
立
ち
個
人
の
自
由
の
魚
め
に
、
市
民

枇
曾
を
揖
煙
草
せ
ん
と
す
る
盟
系
で
あ
る
。
こ
れ
を
皐
史
上
の
例
に
見
れ
ば
、

7
Y
ク
ス
の
世
曾
主
義
睦
系
は
そ
れ

経
晴
碑
晶
一
真
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

八
四
五

第
五
時
現

開

ξ 月が経済的自由を主張したとして、これを個人主義慌長に分類するので
あるが、而も彼がL正義の法を腎か:f'>る附 hに於て吋印も岡民的存存の正義
~阻害せき'る限りに於て、各人は経理事的自由 ií~'冶ーするとせしことに法意しね
いのである。(拙者「精神科撃の基礎自h閃鹿J第一三一三頁以下参照)



経
捕
時
島
市
E
の
基
本
問
題

第
五
務

四
四

第
四
十
二
巻

ん
四
六

で
あ
る
。
却
ち
そ
れ
は
階
級
的
分
裂
に
陥
っ
て
自
由
を
失
へ
る
資
本
主
義
吐
舎
を
自
由
な
る
個
人
の
自
由
な
る
連

帯
の
祉
舎
へ

L
」
費
革
せ
ん
と
す
る
左
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。

市
民
枇
舎
の
国
家
主
義
的
種
革
鯉
系
な
色
の
は
、
園
家
の
利
盆
の
矯
め
じ
郎
ち
富
園
強
兵
の
矯
め
に
市
民
世
舎

、
、
、
、
、
、

を
轟
草
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
皐
史
上
に
於
て
は
じ
め
て
市
民
枇
舎
の
本
質
を
明
に
し
そ
の
国
家
主
義
的
盤

、
、
、

草
睡
系
の
基
礎
ぞ
碓
立
し
仁
と
こ
ろ
の
も
の
は
へ

l
グ
Y
で
め
る
。
郎
ち
へ

l
グ
戸
の
立
場
に
於
て
は
、
現
世
に

於
け
る
最
高
の
慣
値
は
、
闘
家
意
士
山
の
表
現
で
あ
っ
て
、
個
人
主
義
的
自
由
の
此
底
せ
る
市
民
枇
命
日
は
園
内
本
意
士
山

の
官
拙
加
者
Lfd
し
(
の
「
王
佐
の
聴
力
」
仏
布
川
口
見
出
円
仔

U
2
4
2
4か
鰍
庶
し
て
口
加

w
O
L
こ
み
の

~
l
グ
Y
の
所
帯

「
闘
家
」

m
g尽
に
本
質
上
止
揚
さ
る
べ
き
色
の
と

3
れ
七
の
で
あ
る
。

市
民
世
舎
の
園
民
主
義
的
接
草
盟
系
な
も
の
は
、

閤
民
的
生
命
の
殺
展
完
成
の
峰
崎
め
に
、

市
民
枇
曾
を
襲
革
せ

ん
と
す
る
閥
系
で
あ
る
。
而
し
て
こ
れ
が
市
民
世
舎
の
最
色
具
腫
的
な
襲
草
瞳
系
と
し
て
今
日
確
立
さ
れ
ね
ば
な

ら
ぬ
土
こ
ろ
の
も
の
で
あ
っ
て
、
祉
命
日
主
義
的
襲
輩
盟
系
並
に
岡
家
主
義
的
措
煙
草
盟
系
を
止
揚
し
た
と
こ
ろ
の
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
悟
性
的
二
分
主
義
の
立
場
に
於
て
は
、
韓
草
盟
系
に
つ
い
て
色
こ
の
園
民
主
義
瞳
系
と

岡
家
主
義
瞳
系
と
の
別
が
明
と
な
わ
得
な
い
の
で
め
る
。
以
上
に
於
て
樫
樺
撃
腫
系
の
複
合
型
を
明
に
し
た
る
が

故
に
そ
の
本
質
的
聯
闘
に
よ
っ
て
経
済
皐
史
の
援
展
的
聯
闘
の
本
質
的
構
造
を
明
に
し
よ
う
。

六
、
鰹
漕
畢
史
的
闘
聯
の
本
質
的
構
謹

1) Hegel， Rechtsphilosophie. 



経
稗
準
由
記
の
毅
展
聯
輔
の
本
質
的
構
造
は
、
以
上
明
に
さ
れ
し
経
漕
皐
臨
系
の
諸
類
型
を
鰹
掛
撃
の
賓
践
的
封

象
界
た
る
歴
史
的
世
命
目
的
寅
在
界
の
発
展
的
構
造
に
於
て
聯
闘
せ
し
か
る
こ
と
に
よ
り
明
に
し
得
る
の
で
あ
る
。

以
下
こ
れ
を
市
民
世
曾
経
掛
皐
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

先
づ
市
民
枇
舎
の
成
立
期
に
つ
い
て
見
ん
に
、
個
人
の
自
由
活
動
を
原
理
と
す
る
市
民
枇
舎
な
る
も
の
は
、

闘
の
岡
家
植
カ
が
統
一
強
化
せ
ら
れ
、
卦
外
的
並
に
卦
内
的
秩
序
の
十
分
な
る
確
立
を
前
提
と
し
て
の
み
可
能
な

の
で
あ
る
。
か
〈
て
市
民
祉
舎
の
成
立
期
の
最
初
に
嘗
つ
て
は
、
岡
家
樺
力
の
統
一
強
化
を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ

、
、
、
、
‘
.
、
、
、
、

の
岡
家
主
義
的
将
来
鴨
訴
が
支
配
的
と
な
芯
。
蹴
洲
の
蹄
沸
感
史
に
於
て
見
れ
ば
、
こ
う
ド
ト
品
車
工
向
主
義
閥
系
が
現

ら
は
れ
亡
の
で
あ
る
。
か
〈
て
岡
家
mw
弧
楼
が
耽
開
立
す
る
に
至
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
前
提
左
し

τは
じ
め
て
個
人

が
自
由
に
活
動
し
得
る
に
至
る
と
共
に
、
ま
だ
こ
の
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
に
於
て
園
家
主
義
的
干
渉
に
反

劃
し
、
個
人
の
自
由
を
高
調
す
る
個
人
主
義
的
勝
来
瞳
系
が
現
は
れ
る
。
西
欧
に
於
て
は
こ
ち
に
重
商
主
義
の
岡

家
主
義
瞳
系
に
封
立
し
て
、
重
農
主
義
の
個
人
主
義
的
将
来
瞳
系
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
園
家
主
義
的
瞳

系
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
し
園
家
の
強
樺
に
謝
し
て
個
人
の
自
由
が
高
調
さ
れ
礎
展
し
来
る
な
ら
ば
、
こ
〉
に
岡
家

と
個
人
と
の
卦
立
が
激
化
す
る
こ
と
〉
な
る
。
か
く
て
聞
と
民
と
封
立
を
調
和
す
る
立
場
に
於
て
、
園
民
的
生
命

の
稜
展
を
計
る
之
こ
ろ
の
岡
民
主
義
的
将
来
瞳
系
が
必
要
と
な
る
。
却
ち
こ
れ
が
市
民
枇
舎
の
成
立
期
に
於
げ
る

岡
民
主
義
盟
系
で
あ
る
。
欧
洲
に
於
い
て
見
れ
ば
、
こ
〉
に
重
商
主
義
韓
系
と
重
農
主
義
瞳
系
と
の
封
立
を
考
察

批
判
し
「
各
人
は
正
義
の
法
を
胃
さ
Y
る
限
hJ
に
於
て
」
麗
掛
的
自
由
を
有
す
と
し
た
ス
ミ
ス
の
園
民
主
義
持
家
盟

経
務
由
牢
・
見
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

入
四
七

第
五
都

四
五



経
済
閣
宇
克
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

八
四
凡

第
五
世

四
歩言

系
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
前
越
せ
し
如
〈
、
市
民
一
枇
舎
の
成
立
期
に
於
げ
る
将
来
韓
系
は
、
そ
の
前
期
に

於
て
は
無
自
質
的
で
あ
る
が
後
期
に
於
て
は
自
費
的
で
あ
る
。
か
く
て
市
民
枇
舎
の
成
立
期
に
於
で
こ
れ
等
の
将

来
髄
系
が
市
民
枇
舎
を
婚
家
す
べ
〈
賓
在
界
に
働
き
か
け
る
が
故
に
こ
冶
に
市
民
世
曾
が
十
分
に
賓
現
し
来
旬
、

そ
の
隆
盛
期
に
準
み
入
る
の
で
あ
る
。

市
民
枇
舎
の
隆
盛
期
に
於
て
は
市
民
枇
曾
的
制
度
が
人
間
的
生
命
の
殺
展
仁
趨
令
し
て
居
る
が
故
仁
、
こ
の
期

ド
支
配
的
は
艇
掛
皐
閥
系
は
こ
の
制
度
を
安
定
せ
ん
L
」
す
る
L
し
こ
ろ
の
安
定
開
痛
で
あ
る
が
、
耐
-
也
前
週
せ
し
如

t
、
市
民
枇
舎
な
る
も
の
は
、
そ
れ
自
身
個
人
主
義
的
人
生
槻
を
原
理
と
せ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
個
人
主
難
的

、
、
、
、

安
定
盟
系
が
支
配
的
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
を
西
欧
に
於
て
見
れ
ば
、
市
民
一
舵
舎
の
金
盛
期
仁
於
て
は
英
岡

の
正
統
皐
振
が
支
配
的
の
位
置
に
あ
っ
た
所
以
は
却
ち
こ
れ
で
あ
る
。
両
し
て
慨
に
述
べ
し
如
〈
、
市
民
社
舎
の

隆
盛
期
に
於
て
支
配
的
と
な
る
安
定
韓
系
は
、
初
め
は
確
定
瞳
系
で
め
忍
が
、
後
に
市
民
世
曾
が
次
第
に
そ
の
渡

落
期
に
近
き
そ
の
矛
盾
が
次
第
に
現
れ
は
じ
め
る
な
ら
ば
こ
〉
に
市
民
枇
舎
の
原
理
を
保
持
し
な
が
ら
而
も
こ
の

矛
盾
を
防
止
せ
ん
と
す
る
保
持
腫
系
が
高
ま
っ
て
来
る
。
而
し
て
前
期
正
統
撃
慌
が
確
定
的
盟
系
な
る
に
劃
し
、

後
期
正
統
皐
振
が
保
持
韓
系
な
る
こ
と
色
前
越
せ
し
と
こ
ろ
で
あ
る
。
然
し
そ
の
後
期
じ
至
れ
ば
、
次
第
仁
固
家

的
な
活
動
が
要
求
さ
れ
る
こ
と
が
多
〈
な
る
が
故
に
、
こ
、
に
保
持
鯉
系
に
も
岡
家
主
義
的
傾
向
が
加
は
り
富
市
る

こ
と
冶
な
る
。
皐
史
上
に
於
て
は
、
先
づ
濁
過
に
於
げ
る
世
命
H

政
策
的
研
究

μ
於
て
こ
れ
を
見
4
0
の
で
あ
る
が
，
、

そ
の
最
大
な
る
賞
現
は
こ
れ
を
最
近
の
米
闘
に
於
げ
る
「
-
一
ラ
」
に
於
て
見
た
の
で
あ
る
。
今
日
我
闘
に
於
て
見
ら



れ
る
統
制
主
義
経
済
畢
と
色
云
は
る
べ
き
も
の
色
ま
た
そ
の
一
種
で
あ
る
。

而
も
こ
れ
等
の
市
民
枇
舎
の
安
定
盟
系
に
よ
っ
て
市
民
枇
舎
が
愈
b
費
展
し
こ
れ
と
共
に
そ
の
矛
盾
が
高
ま
り

京
市
る
な
ら
ば
、
市
民
枇
舎
は
愈
々
設
落
期
じ
入
ら
t
d

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
設
落
期
に
於
て
支
配
的
な
髄

系
は
肢
に
遮
ぺ
し
が
如
〈
措
煙
草
腫
系
で
あ
る
が
、
先
づ
支
配
的
な
地
位
に
立
つ
も
の
は
個
人
主
義
的
費
草
盟
系
で

め
る
。
卸
ち
市
民
枇
曾
が
確
立
す
る
に
つ
れ
て
市
民
吐
舎
に
劃
す
る
闘
家
の
樺
力
的
支
配
は
後
退
し
行
く
、
か
く

て
艦
掛
的
利
益
枇
舎
が
自
由
放
任
5
れ
る
に
至
れ
ば
、
市
民
枇
曾
の
本
質
上
そ
こ
に
有
産
者
階
級
k
無
産
者
階
腕

と
い
か
分
裂
掛
立
す
る
に
宮
北
る
っ
こ
の
こ
と
は
市
民
枇
命
日
白
煙
の
庶
理
と
し
て
の
個
人
主
義
崎
立
場
主
り
同
地
る
も
種

革
き
れ
な
灯
れ
ば
な
ら
な
い

2
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
即
丸
一
個
人
主
識
的
閥
系
は
、

司、ず
n
E
'
r
L
h
k
z
、1
/

晶創刊晴、
J
J
刷
開
明

1
1

、

オ
晃
一
一
耶

4
z
u
a助
寸

U
μ
w
iノ
L

の
利
盆
の
た
め
に
市
民
枇
舎
を
将
来
ぜ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
や
階
級
的
分
裂
劃
立
の
激
化
せ
る
結
果

枇
舎
の
多
数
少
-
構
成
せ
る
無
産
者
階
級
は
金
〈
自
由
を
奪
は
れ
る
こ
と
〉
な
っ
た
。

か
く
て
個
人
主
義
的
費
草
膿

系
は
、
こ
の
階
級
卦
立
を
解
消
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
個
人
主
義
的
立
場
の
本
来
の
精
神
で
あ
る
左
こ
ろ
の
綿
て

の
個
人
の
利
益
を
重
ん
守
る
枇
曾
を
賞
現
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
而
も
こ
れ
を
貫
現
す
る
動
力
因
も
ま
た
市
民

枇
曾
自
瞳
に
於
て
、
帥
ち
こ
ヨ
に
於
げ
る
被
煙
遁
階
級
と
し
て
の
無
産
者
階
級
の
階
級
的
意
識
の
自
費
に
よ
る
閤

結
に
求
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。

か
〈
の
如
〈
個
人
主
義
的
品
質
草
瞳
系
は
、
市
民
枇
命
H

自
韓
の
原
理
に
卸
し
て
、

市
民
枇
舎
を
襲
革
せ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
な
る
が
故
に
、
最
初
に
現
れ
る
襲
革
韓
系
な
の
で
あ
る
。

か
ぐ
て

市
民
枇
舎
の
最
初
の
一
費
革
を
し
て
の
露
西
草
草
命
の
指
導
的
原
理
主
な
り
し
左
こ
ろ
の
も
の
も
、
我
闘
に
於
て
最

経
済
事
史
の
基
本
問
題

第
四
十
二
容

F、
l叫
九

第
五
披

P4 
t伊



経
捕
問
問
時
T
見
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

八
五
O

第
五
按

四
A 

初
に
市
民
世
舎
の
品
煙
車
瞳
系
と
し
て
支
配
的
と
な
れ
る
も
の
色
、
個
人
全
義
的
自
問
京
開
系
L'e
じ
て
の
杭
合
辛
.
輯
鯉

系
で
あ
っ
た
。
枇
曾
主
義
鯉
系
が
園
家
の
積
極
的
意
義
を
益
〈
無
現
し
て
市
民
一
枇
舎
を
個
人
主
義
的
高
島
枇
舎
に

費
草
せ
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
に
劃
立
し
て
正
に
反
封
に
岡
家
の
利
盆
を
高
調
し
闘
民
生
活
の
一
一
切
を
こ
の
舟

め
に
強
力
な
岡
家
的
樺
力
の
下
に
統
制
し
切
ら
ん
と
す
る
闘
家
主
義
的
構
軍
瞳
系
が
支
配
的
'
と
な
り
凝
る
こ
と
、

な
る
。
濁
逸
に
於
て
一
度
市
民
枇
舎
を
襲
革
せ
ん
と
せ
し
、
世
曾
主
義
的
革
命
を
再
び
否
定
し
て
進
み
つ
う
あ
る

ナ
ナ
メ
革
命
は
b

そ
の
代
表
的
な
る
も
の
で
あ
る
。

技
閣
に
於
て
色
、
枇
A
M

宜
主
義
的
鵡
車
時
系
に
六
一
、
今
日
党

配
的
な
る
護
軍
盟
系
と
な
り
つ
h

め
み
と
こ
ろ
の
も
の
は
却
も
こ
れ
で
あ
る
。

祉
舎
主
義
は
人
聞
の
具
瞳
的
存
在
左
し
て
の
圃
民
生
活
を
無
視
す
る
描
に
於
て
、
ま
に
岡
家
主
義
的
措
煙
草
瞳
系

は
市
民
世
曾
を
通
し
て
自
覚
に
高
ま
り
来
り
し
人
冷
ぞ
中
世
的
人
と
同
一
視
し
て
専
制
的
支
配
の
下
に
於
か
ん
と

す
る
鞘
に
於
て
、
共
に
貸
現
を
無
摘
し
偏
面
的
抽
象
に
陥
れ
る
割
煙
草
盟
系
で
あ
る
。
こ
の
雨
者
の
艶
立
を
通
し
て

は
じ
め
て
最
色
具
臆
的
な
種
草
腫
系
が
現
れ
来
る
こ
と
〉
な
る
。
市
民
祉
曾
の
園
民
主
義
的
接
草
膿
系
が
即
ち
こ

れ
で
あ
る
。
印
ち
こ
の
立
場
に
於
て
は
、
園
民
的
生
命
を
本
質
的
原
理
と
す
る
が
故
に
、
市
民
世
舎
制
度
を
饗
革

す
べ
し
と
す
る
も
、
今
や
こ
の
制
度
が
園
民
的
生
命
の
接
展
を
阻
害
す
る
が
故
で
あ
る
。
か
く
て
岡
民
的
生
命
の

更
に
高
き
援
展
の
矯
め
の
、
岡
民
共
同
盟
を
賃
現
ぜ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
岡
民
主
義
的
錘
草
盟
系
が
今
や

確
立
さ
る
べ
き
と
こ
ろ
の
も
の
な
る
こ
と
は
前
越
せ
し
が
如
く
で
あ
る
。
而
し
て
市
民
枇
曾
の
在
落
期
に
於
げ
る

盤
草
髄
系
に
つ
い
て
、
前
期
の
色
の
が
破
壊
的
な
る
に
劃
し
後
期
の
も
の
が
建
設
的
な
る
こ
と
は
前
遮
せ
し
ど
こ



ろ
で
あ
る
o

以
上
に
於
て
艦
捕
荷
風
一
・
史
の
竣
展
的
構
造
を
市
民
世
曾
粧
樺
皐
に
つ
い
て
一
一
臆
明
一
に
し
た
が
、
こ
う
に
尚
ほ
こ
の

後
展
的
構
造
に
つ
い
て
二
三
の
注
意
を
す
る
必
要
が
あ
る
o
先
づ
こ
〉
に
見
ら
る
〉
が
如
〈
、
園
民
主
義
瞳
系
な
る

も
の
は
最
も
具
瞳
的
な
る
瞳
系
と
し
て
、
市
民
世
舎
の
成
立
期
に
於
て
も
ま
た
種
草
期
に
於
て
も
、
常
に
個
人
主

義
鯉
系
と
岡
家
主
義
瞳
系
左
の
卦
立
を
通
じ
そ
の
止
揚
と
し
て
現
れ
る
も
の
で
あ
石
が
、
而
も
成
立
期
に
於
て
は

先
づ
圃
家
主
義
瞳
系
が
現
れ
然
る
後
個
人
主
義
瞳
系
が
現
ら
は
れ
る
に
反
し
、
浸
落
期
に
於
て
は
先
づ
個
人
主
義

盟
系
が
現
れ
次
に
岡
家
主
義
瞳
系
が
現
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
所
以
も
以
上
に
於
て
明
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。

次
に
出
意
す
べ
き
は
、

ど
の
経
滞
感
史
の
接
屡
構
造
に
於
て
同
地
ら
れ
た
る
!
活
情
感
惜
系
の
諸
種
の
類
型
の
本
質

、

、

、

、

ぞ
れ
等
類
型
の
成
立
す
る
順
序
で
は
な
く
、
支
配
的
地
位
に
高
ま
る
順
序
な
る
こ
と
で
あ

的
聯
闘
な
る
も
の
は
、

る
。
故
に
そ
れ
が
成
立
す
る
時
期
と
支
配
的
と
な
る
時
期
と
は
必
守
し
て
一
致
し
な
い
。
例
へ
ば
岡
家
主
義
的
費
革

瞳
系
の
基
礎
を
置
い
た
~
!
グ
戸
の
国
家
主
義
的
盟
系
の
成
立
し
た
の
は
濁
逸
に
於
て
市
民
枇
曾
の
成
立
期
に
於

て
Y
あ
b
、
個
人
主
義
的
麺
革
櫨
系
の
基
礎
を
置
い
た
マ

Y
ク
ス
の
一
枇
合
同
盟
系
が
成
立
し
た
の
は
英
闘
に
於
て
市

民
枇
舎
の
隆
盛
期
に
於
て
三
あ
る
が
、
そ
の
支
配
的
左
な
れ
る
は
、
共
に
市
民
枇
舎
の
樟
一
革
期
に
入
っ
て
い
〉
あ
る
。

次
に
こ
の
経
済
皐
史
の
後
展
的
構
造
が
経
済
摩
史
の
具
瞳
的
な
る
史
的
後
展
的
聯
闘
の
把
握
に
費
し
て
有
す
る

意
義
を
明
に
し
よ
う
。
超
掛
皐
史
の
後
展
的
構
遣
な
る
も
の
は
耀
祷
皐
の
史
的
援
展
的
聯
闘
の
本
質
的
構
造
な
る

が
故
に
、
現
賓
の
歴
史
の
上
に
於
げ
る
諸
経
済
皐
盟
系
の
史
的
後
展
的
聯
闘
は
、
こ
の
本
質
的
構
造
を
規
準
と
し
、

経
済
皐
奥

ρ基
本
問
題

第
四
十
二
巻

i¥. 
五

第
五
時
碗

四
九



経
済
撃
臭
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

八
五

第
五
披

五
O

ま
た
尺
度
と
し
て
、
は
じ
め
て
明
確
に
把
握
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
綿
て
の
歴
史
研
究
に
つ
い
て
云
は

れ
得
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
既
に
早
く
こ
の
こ
と
を
鰹
祷
史
的
研
究
に
つ
い
て
明
に
し
て
居
る
。

卸
ち
彼
は
『
富
岡
民
論
』
第
三
編
に
於
て
経
樺
的
事
貨
の
後
展
を
明
な
ら
し
め
ん
と
す
る
に
営
り
、
先
づ
こ
の
第
一

章
に
於
て
岳
町

E
Z
E
-
c
E
5
D『
岳
山
田
明
「
事
物
の
自
然
的
順
序
」
な
る
も
の
を
明
に
し
、
こ
れ
を
第
二
章
割
下

の
歴
史
的
事
賓
の
究
明
の
士
牽
と
し
て
用
ゐ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
ぞ
れ
は
粧
神
的
事
貨
の
一
本
質
に
基
い
て
明
に

3
れ
た
る
経
神
的
事
買
の
時
官
民
的
構
指

T
めJ
る
叫
而
し

t
艇
掛
的
貿
梓
¢
十
品
質
上
に
於
げ
る
厳
・
見
酎
敏
感
は
粧
掛

以
外
の
事
賞
よ

h
も
影
響
せ
ら
れ
る
が
故
に
、
こ
の
殺
展
的
構
造
を
ぞ
の
ま
う
に
は
貸
現
し
な
い
と
す
る
も
、
而

-
も
こ
の
本
質
的
構
造
は
事
賃
上
の
稜
展
を
本
質
上
規
定
し
て
居
る
が
故
に
事
賃
上
の
稜
展
は
こ
れ
を
尺
度
と
し
て

明
確
に
把
握
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
こ
と
を
明
に
し
て
居
る
。
こ
れ
即
ち
今
日
の
認
識
論
に
於
て

F
H
Z一円
E
E
m印

一円同
O
F
一
門
司
句
C
臼

援
展
的
典
理
想
型
と
云
は
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
経
済
墜
史
の
按
展
的
構
造
な
る
も
の

も
却
も
こ
の
接
展
的
典
型
で
あ
っ
て
経
持
事
史
の
史
的
援
展
的
聯
闘

ω本
質
を
な
す
・
も
の
な
る
が
敢
に
、
経
掛
皐

史
の
事
賃
上
の
史
的
後
展
的
聯
闘
は
本
質
上
こ
れ
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
居
h
従
っ
て
こ
れ
を
尺
度
と
し
て
明
確

に
把
握
し
得
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
、
に
特
に
注
意
す
べ
き
は
こ
の
立
場
が
、
公
式
を
一
E
は
じ
鋳
型
と
し
て
、
掛
象

の
具
韓
性
を
曲
げ
て
こ
れ
に
は
め
込
ま
ん
と
す
る
所
謂
公
式
主
義
と
金
く
そ
の
立
場
を
異
に
す
4
9

こ
と
で
め
与
。

然
ら
ば
こ
の
本
質
的
構
造
に
よ
っ
て
経
済
畢
の
具
瞳
的
な
後
展
的
聯
闘
が
、
如
何
に
把
握
せ
ら
る
ぺ
き
か
伝
次

に
一
臆
考
察
し
て
置
か
デ
。

前掲拙著第二九七頁以下参照



γ

ゑ
替
え
;
討
さ
義
議
離
襲

七
、
鰹
溝
畢
史
的
聯
聞
の
一
般
的
構
遁
の
圃
民
的
特
殊
化

経
滴
畢
諸
瞳
系
の
史
的
援
展
的
聯
闘
の
最
大
な
も
の
は
、
世
界
史
的
聯
闘
で
あ
る
。
印
ち
各
園
民
枇
倉
の
各
時

代
に
於
け
る
諸
経
済
皐
糟
系
は
、
互
に
影
響
し
合
ふ
て
成
立
球
環
展
し
相
寄
っ
て
蛭
掛
皐
諸
瞳
系
の
世
界
史
的
な
捺

展
的
聯
闘
を
構
成
す
4
0
0

こ
の
世
界
史
的
聯
闘
を
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
も
、
量
に
明
に
さ
れ
た
る
経
済
皐
史
の

設
展
的
構
造
又
は
後
展
的
典
型
を
尺
度
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
き
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
め
る
。
経
梼
串
・
犯
の

研
究
は
、
か
〈
極
構
撃
の
世
界
史
的
嚇
胡
を
究
明
せ
ん
と
す
る
の
み
な
ら
争
、
ま
に
こ
の
世
界
史
的
閥
聯
ケ
構
成

す

5
E
:
う
り
子
副
乏
査
す
こ
を
み
J
3
澄
毎
回
世
〕

E
b凌
E
市
町
帝
目
H

間
取
品
目
t
屯
旧
世

t
瓶
訴
時

440
感
知
郎
雨
明
間
ー
を

t

究
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
各
園
民
桓
捕
皐
史
の
研
究
も
艦
掛
皐
の
史
的
稜
展
的
構
造
を
規
準
と
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
明
確
に
規
定
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
山
色
園
民
極
構
皐
史
並
に
世
界
経
持
皐
史
の
研
究
は
、
各
岡
民

超
油
開
準
史
の
比
較
研
究
を
土
壷
と
し
て
こ
の
上
に
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
各
圃
民
経
梼

皐
史
の
比
較
研
究
会
江
/
す
魚
め
に
も
亦
こ
の
接
展
型
が
比
較
の
尺
度
基
準
と
し
て
必
要
な
の
で
あ
る
。

こ
の
際
以
上
明
に
し
来
れ
る
経
済
撃
史
的
聯
闘
の
一
般
的
な
殺
展
的
構
造
と
し
て
の
時
間
的
な
も
の
は
場
所
的

に
特
殊
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
郎
ち
各
園
民
世
舎
の
特
殊
的
事
情
に
鷹
じ
て
闘
民
的
に
類
型
化
さ
れ
て
行
〈
こ
と

〉
な
る
。
而
し
て
こ
の
特
殊
化
の
原
理
も
亦
制
度
的
な
る
も
の
と
生
命
的
な
る
も
の
と
で
あ
る
o

先
づ
制
度
的
な
る
志
の
は
、
極
構
撃
の
劃
象
た
る
経
済
的
制
度
の
成
立
の
先
後
で
あ
る
。
こ
れ
を
市
民
枇
合
同
麗

経
済
皐
奥
-
の
基
本
問
題

第
四
十
二
容

l¥. 
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五
披

手玉



経
涛
事
奥
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

凡
五
四

第
五
務

主E

油
開
皐
に
つ
い
て
見
ん
に
市
民
社
合
同
制
度
の
成
立
が
遅
れ
た
闘
は
闇
際
世
舎
に
於
け
る
そ
の
園
家
の
利
益
の
矯
め
に

出
来
る
だ
け
速
に
先
準
聞
に
遺
ひ
付
〈
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
れ
が
催
準
に
、
岡
家
の
植
カ
を
大
い
に

用
ゐ
る
こ
と
〉
な
る
。
例
へ
ば
英
闘
も
市
民
世
曾
の
成
立
期
の
は
じ
め
に
於
て
は
、
先
準
闘
だ
り

L
和
蘭
に
艶
し

て
こ
の
必
要
を
戚
じ
に
の
で
あ
っ
て
、
こ
h

に
英
闘
の
重
商
主
義
が
後
展
し
た
の
で
あ
る
G

か
く
て
英
闘
は
和
蘭

を
拍
地
内
山
地
し
、
市
民
枇
A
W
H

の
先
進
闘
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
英
闘
に
掛
し
濁
遁
は
、
嘗
て
の
英
闘
の
和
蘭

じ
針
す
あ
松
地
い
し
立
つ
穴
3

が
に
先
議
岡
七
4
0
到
〈
闘
に
於
て
は
仙
人
主
義
酌
閥
系
炉
支
配
的
な
る
じ
掛
し
.
制
地

に
於
て
は
岡
家
主
義
的
盟
系
が
支
配
的
に
な
ら

F
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
世
界
資
本
主
義
が
泣
落
期
に
準
む
な

ら
ぱ
、
後
進
固
に
於
て
も
市
民
枇
舎
が
や
が
て
浸
落
期
に
入
ら
ぎ
る
を
得
な
い
が
故
に
、
後
遊
園
に
於
て
は
市
民

枇
舎
の
安
定
期
が
先
進
園
に
比
し
て
蓬
に
短
い
。
こ
の
黙
に
於
て
も
後
遊
園
に
於
て
は
、
個
人
主
義
的
瞳
系
が
支

配
的
ど
な
り
得
な
い
。
市
民
枇
舎
の
抑
低
落
期
に
つ
い
て
見
る
も
、
岡
家
樺
力
の
保
護
の
下
に
於
て
、
市
民
枇
舎
が

後
れ
て
殺
展
し
来
り
、
程
な
く
波
落
期
に
入
れ
る
後
準
聞
に
於
て
は
、
先
進
園
が
そ
こ
に
於
て
十
分
に
按
展
し
、
徹

底
し
た
る
市
民
枇
舎
的
原
理
に
よ
り
て
市
民
世
舎
を
襲
革
し
行
か
ん
と
す
る
に
劃
し
、
園
家
植
カ
に
よ
ら
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
必
要
が
遁
に
大
で
あ
る
。
か
く
て
制
度
的
問
題
よ
り
見
れ
ば
、
市
民
枇
舎
の
先
進
固
に
於
て
は
、
個
人

主
義
的
瞳
系
が
支
配
的
主
な
る
に
劃
し
て
、
後
進
岡
に
於
て
は
圃
家
主
義
的
瞳
系
が
支
配
的
と
な
る
の
で
あ
る
。

経
済
観
史
上
の
事
賞
に
於
て
、
英
闘
に
於
て
は
個
人
主
義
盟
系
炉
支
配
的
で
あ
り
、
こ
れ
に
艶
し
濁
逸
に
於
て

怯
岡
家
主
義
的
韓
系
が
支
配
的
な
る
こ
と
は
、
V

」
の
制
度
的
な
原
理
た
る
市
民
吐
曾
制
度
を
取
り
入
れ
し
時
期
の



:
主
主
主
世
話
需
品
守
政
思
議
輩
轟
撃

先
後
よ
り
も
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
見
に
ま
た
生
命
的
原
理
の
相
違
よ
り
色
考
察
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
本
岡
民
経
済
摩
史
の
研
究
に
於
て
も
、
制
度
的
原
理
師
ち
市
民
祉
合
的
経
済
制
度
を
取
り
入
れ
し
時

間
の
先
後
に
つ
い
て
は
、
濁
逸
に
近
き
も
の
が
あ
る
が
、
而
も
そ
の
生
命
的
原
理
に
つ
い
て
は
、
夏
に
異
な
る
も

の
〉
め
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
生
命
的
原
理
は
、
各
岡
民
性
の
相
違
に
よ
る
人
生
離
の
相
違
で
あ
る
つ
先
づ
意
志
的
な
闘
民
佐
を
有
す
る

岡
氏
に
.
於
て
は
岡
家
主
義
的
な
人
生
親
が
支
配
的
な
る
が
故
に
、
そ
の
闘
民
粧
槽
串
上
に
於
い
て
岡
家
主
義
的
盟

系
パ
炉
支
配
的
と
な
る
。
例
へ
ば
濁
逸
岡
民
枇
命
に
於
て
は
、
、
市
民
一
枇
舎
の
成
立
期
に
於
け
る
カ
メ
ラ

p
ス
ト
止
り

安
定
期
に
於
け
ぷ
臨
市
北
町
内
十
眠
、
現
革
期
に
仇
引
け
る
剛
家
主
義
酌
掛
官
十
世
耕
じ
買
お
ー
ま
で
、
岡
家
主
範
的
閥
系
が
支

配
的
で
あ
る
。
こ
れ
に
艶
し
常
識
的
軒
算
的
な
闘
民
性
を
有
す
る
闘
民
に
於
て
は
、
個
人
主
義
的
な
人
生
観
が
支

配
的
な
る
が
故
に
、
そ
の
岡
民
経
樺
皐
史
上
に
於
け
る
諸
瞳
系
に
つ
い
て
も
個
人
的
主
義
瞳
系
が
支
配
的
で
あ
る
。

例
へ
ば
英
闘
に
於
て
は
市
民
枇
曾
の
成
立
期
に
於
け
る
ス
ミ
ス
の
園
民
主
義
婚
来
盟
系
に
於
て
も
個
人
主
義
的

傾
向
が
強

C
あ
ら
は
れ
て
居
り
、
ま
七
そ
の
隆
盛
期
に
於
け
る
英
岡
正
統
皐
慌
の
経
神
皐
は
個
人
主
義
的
経
稗
準

の
代
表
的
な
も
の
で
あ
り
、
更
に
市
民
枇
曾
の
麺
草
に
劃
し
て
は
英
闘
に
於
て
は
協
同
主
義
的
立
場
が
支
配
的
で

め
る
o

最
後
に
情
緒
的
な
園
民
性
を
有
す
る
園
民
に
於
て
は
園
民
主
義
的
な
人
生
観
が
支
配
的
な
る
が
故
に
、
困

民
主
義
盟
系
が
支
配
的
と
な
る
。
倒
へ
ば
日
本
の
圃
民
性
は
濁
遁
闘
民
性
の
意
志
的
な
る
と
も
ま
た
英
圃
民
性
の

常
識
的
打
算
的
な
る
と
も
異
な
っ
て
緒
情
的
で
あ
る
。
従
つ
て
は
前
者
に
於
て
圃
家
主
義
的
人
生
観
が
、
後
者
に

経
済
皐
奥
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

八
五
五

第
五
時
蜘

五



経
済
曲
学
・
見
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

凡
五
六

第
五
披

王L

四

於
て
個
人
主
義
的
人
生
観
が
支
配
的
な
る
と
異
な
り
、
日
本
に
於
て
は
圃
民
主
義
的
人
生
観
が
支
配
的
で
あ
る
。

故
に
市
民
世
舎
の
成
立
期
に
於
け
る
維
新
の
襲
輩
に
於
て
も
、
「
天
下
一
人
と
雄
も
そ
の
虚
伝
得
」
F
る
も
の
な
か

ら
し
か
る
大
精
神
に
よ
ウ
て
「
未
曾
有
の
種
革
し
が
矯
さ
れ
た
の
で
あ
る
凶
か
〈
て
現
代
の
市
民
社
舎
の
費
草
も
こ

の
大
精
榊
に
よ
っ
て
錦
3
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
め
3
0
従
っ
て
市
民
世
舎
の
襲
革
鯉
系
と
し
て
打
立
て
ら
る
べ

き
ー
と
こ
ろ
の
も
の
も
、
摘
逸
の
そ
れ
の
加
さ
国
家
主
義
的
臨
系
で
も
な

t
、
ま
だ
英
闘
の
そ
れ
に
於
け
る
が
如
〈

仙
人
主
義
的
関
郊
で
も
な
〈
可
闘
民
主
識
的
な
樹
首
十
閥
系
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
D

引
も
今
日
ま
で
の
我
闘
い
於

け
る
鰹
掛
皐
は
西
蹴
よ
り
輸
入
さ
れ
た
る
個
人
主
義
経
漕
皐
並
に
園
家
主
義
経
糟
皐
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
以
て

今
日
我
園
の
襲
革
期
に
慮
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
〉
に
は
じ
め
て
日
本
的
な
、
従
っ
て
岡
民
主
義
的
甑
梼
皐

睡
系
が
釘
立
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
〈
て
英
闘
が
個
人
主
義
的
盟
系
を
以
て
、
濁
逸
が
圃
家

主
義
的
腫
系
を
以
て
経
一
構
皐
の
世
界
史
的
聯
闘
に
寄
興
せ
し
が
如
〈
、
日
本
は
ま
た
酌
め
か
吾
郎
一
瞥
品
川
を
以
て
こ

れ
に
寄
輿
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

照参交替御の

か
〈
て
ま
た
経
済
皐
の
世
界
史
的
援
展
L
L
圃
民
的
援
展
と
は
相

E
聯
聞
に
於
て
は
じ
め
て
十
分
に
把
撞
さ
れ
得
滑

る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
が
控
室
主
の
接
展
的
構
造
を
基
準
と
し
て
争
d

る
べ
き
で
あ
る
と
共
h
、
ま
た
か
，
司

か
く
の
如
〈
各
圃
民
世
舎
が
そ
の
生
命
的
並
に
制
度
的
特
殊
事
情
に
よ
り
特
殊
的
な
艦
梼
皐
瞳
系
を
打
ち
立
て

る
亡
と
に
よ
っ
て
、
経
漕
撃
の
豊
宮
な
世
界
史
的
聯
闘
が
竣
展
し
行
〈
の
で
あ
る
。

〉
る
具
瞳
的
な
研
究
を
通
し
て
経
掛
皐
史
の
殺
展
的
構
造
の
智
識
は
愈
々
確
立
し
行
〈
の
で
あ
る
。
即
ち
鰹
梼
皐

1) 



史
の
竣
展
的
構
造
の
智
識
な
る
色
の
は
、
経
持
率
史
の
具
躍
的
研
究
の

円《

uxp己
内
コ

指
南
針
で
あ
る
と
共
に
ま

た
そ
の
河
内
印
E-Z円
成
果
な
の
で
あ
る
。

八
、
結
論

l
!国
民
主
義
鰹
漕
畢
の
畢
史
的
基
礎

か
く
て
今
日
ま
で
主
と
し
て
西
欧
輝
樺
皐
の
轍
入
期
に
あ
っ
た
我
闘
の
粧
神
皐
界
が
今
や
殆
ん

E
ぞ
の
総
て
を

輸
入
し
謹
し
た
今
日
、
は
じ
め
て
我
闘
の
闘
民
性
と
現
代
の
毅
展
段
階
に
相
臆
す
る
と
こ
ろ
の
園
民
主
義
的
費
草

髄
系
を
打
立
て
ね
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
こ
と
は
、
ま
だ
今
日
の
我
聞
に
於
げ
る
耀
神
準
史
時
究
の
立
場
eg
具
蝿
崎

に
決
定
寸
品
の
で
あ
め
D

仰
九
都
神
胤
十
巾
況
の
研
究
の
班
棋
は
島
都
桝
臨
ナ
諸
問
甘
か
m
L

史
的
場
照
的
聯
関
eg
出酬明

ωφr

け
具
韓
的
に
把
握
す
る
と
共
に
更
に
こ
の
竣
展
的
聯
闘
を
以
て
新
に
打
立
て
ら
る
べ
き
桓
漕
皐
瞳
系
を
感
史
的
に

基
礎
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
今
日
ま
で
の
経
済
皐
が
多
〈
個
人
主
義
的
腫
系
で
あ
る
か
然
ら
や
ん
ぱ
岡
家

主
義
的
瞳
系
じ
あ
っ
た
と
云
ふ
こ
と
は
、
経
持
事
史
研
究
自
瞳
を
も
多
〈
‘
個
人
主
義
的
立
場
に
立
っ
て
畢
史
上

に
於
け
る
個
人
主
義
的
瞳
系
に
固
執
せ
し
な
る
か
然
ら
や
ん
ぱ
園
家
主
義
的
立
場
に
立
っ
て
岡
家
主
義
的
瞳
系
に

?
Y
ク
ス
皐
探
等
の
経
済
皐
史
は
前
者
の
例
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
今
日

固
執
せ
し
め
た
の
で
あ
る
。
正
統
皐
振
、

ま
で
の
経
済
皐
史
の
研
究
の
普
通
の
立
場
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
個
人
主
義
経
済
畢
史
に
劃
し
シ
ユ
バ
ン
の
輝
持
率

史
は
前
者
の
代
表
的
な
る
倒
で
あ
る
。
而
し
で
こ
れ
等
雨
者
は
抽
象
的
な
悟
性
的
二
分
主
義
に
立
て
る
こ
と
に
於

て
は
同
様
で
あ
る
。
夏
に
ま
た
今
日
ま
で
の
経
樺
皐
が
多
く
、
市
民
世
舎
の
安
定
的
瞳
系
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今

経
潜
墜
奥
の
基
本
問
題

第
四
十
二
巻

八
五
七

第
五
披

五
五



経
済
皐
奥
の
基
本
問
題

第
凶
十
二
巻

八
五
八

第
五
競

五
六

日
ま
で
の
艦
梼
皐
史
研
究
を
も
多
く
安
定
的
立
場
に
立
た
し
め
た
の
で
あ
る
。
か
〉
る
艦
糟
撃
的
研
究
を
以
て
し

て
は
諸
経
梼
皐
瞳
系
の
史
的
稜
展
的
聯
闘
を
最
も
具
鯉
的
に
把
握
す
る
こ
と
も
ま
た
今
日
打
も
立
て
ら
る
べ
き
最

も
具
瞳
的
な
極
構
皐
睦
系
と
し
て
の
圃
民
主
義
的
錘
草
盟
系
を
血
中
史
的
に
基
礎
付
け
る
こ
と
色
出
来
な
い
の
で
あ

以
上
越
べ
京
都
h
ノ
し
と
こ
ろ
よ
り
明
な
る
が
如
〈
、
闘
民
主
義
的
静
謹
法
的
な
る
鰹
掛
皐
史
研
究
の
み
が
こ

、

、

、

、

.

、

、

、

、

、

、

.

、

、

、

、

、

、

、

れ
を
錯
し
得
る
の
で
あ
る
。
か
く

t
私
は
、
闘
民
主
識
の
静
龍
桧
史
観
の
立
拐
に
立
ち
削
も
岡
民
的
生
命
と
制
度

と
の
揖
誼
法
的
援
展
史
観
の
立
場
に
立
ち
、
こ
れ
b
n
ニ
貫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

っ
て
、

経
構
墜
史
的
聯
闘
の
鰭
基
本
間

題
の
解
決
に
つ
と
め
以
て
こ
の
闘
民
主
義
的
経
済
事
史
研
究
の
基
礎
を
確
立
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
。
印
ち
「
経

梼
塵
a

・
史
の
接
展
的
聯
闘
を
可
能
な
ら
し
か
る
原
理
」
を
、
経
梼
皐
の
成
立
を
一
一
般
に
可
能
な
ら
し
な
べ
き
普
遍
的

原
理
と
し
て
の
人
間
的
生
命
の
後
展
完
成
の
魚
め
に
経
済
制
度
に
劃
し
て
賃
践
す
べ
き
準
的
知
識
を
求
な
る
一
一
般

的
態
度
に
於
て
明
に
し
、
こ
の
一
般
的
態
度
を
人
間
的
生
命
の
側
と
経
済
制
度
と
の
側
と
に
於
て
特
殊
化
す
る
こ

と
に
よ
り
「
経
済
皐
の
諸
瞳
系
を
規
定
す
べ
き
諸
類
型
」
を
明
に
し
、
こ
の
経
済
畢
瞳
系
の
諸
類
型
の
本
質
的
援
展

的
順
序
を
明
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
粧
持
拳
史
の
殺
展
的
構
造
」
を
明
に
し
，
最
後
に
こ
の
一
般
的
な
楼
展
的

構
造
を
園
民
的
に
類
型
化
す
る
原
理
を
各
闘
民
一
位
舎
に
於
て
支
配
的
な
る
人
間
的
生
命
の
本
質
観
の
相
違
・
と
そ
の

極
端
情
的
制
度
の
展
援
の
相
違
に
於
て
明
に
し
た
の
で
あ
る
。


